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日々の生活の中で、人とモノ、周囲の環境との

間にはどのようなつながりがあるのか。「デザ

インする」とデザイナーは言うけれど、では何

をデザインしているのか。人間が中心である

べきとは決して言えないのではないか 。

当たり前と思い込んでいることが当たり前で

はない、気づいていないけれど身体は知って

いる 。常にユニークな視点からデザインへ

の問いかけを続けるデザイナー、サム・へクト

に聞いた。

を経て、 年に現在のインダストリア

ル・ファシリティをパートナーのキム・コリンさんと共

同設立し、無印良品やイデアインターナショナルをは

じめ、数多くのプロジェクトを手がけていますが、今の

仕事のスタイルをどう捉えていますか。

　インダストリアル・ファシリティのコアメン

バーは、私とキム、そしてシニアデザイナーの松

本一平の 人です。その他のスタッフと合わせ

て計 人で、いつも平均 ぐらいの企画が同時

進行しています。確かに会社としては小規模で

すが、仕事をするうえではひじょうに効率が良

く理想的です。ここ 年ほどビジネスにおける

環境の変化は目覚ましく、今はノートパソコン

台あれば世界を相手に仕事ができる時代です。

小人数の会社が大きな会社とコラボレーション

する機会も圧倒的に増えました。私自身、会社と

いう組織を物理的な「サイズ」という観点で捉え

ること自体、古い考え方だと思っています。

では、現在の環境は仕事をするうえで、どのような

影響を与えているのでしょう。

　デザインを小さなスケールで、言い換えれば

リアリティを持って考えることが、より重要に

なってきていると強く感じます。現代では、大き

な枠組みで捉えた「イメージ上のシンプルさ」と

いった概念が蔓延しています。つまり見せかけ

のシンプルさの上に、実際はすごく複雑なプロ

ダクトが存在するのです。でも、私たちはコンセ

プチュアリストではなく、リアリスト。例えば、

私と松本との会話はほとんど「これは動かすの

に重すぎないか」「掃除するのが厄介ではない

か」など、実用的な内容ばかりです。しかし、毎

ヒューマン・センタード・デザインではなくて、
「ランドスケープ・センタード・デザイン」。

日の中の何気ないプロダクトが、ものすごく過

激で革新的になり得たりもする。それが私たち

にとってリアリティを考えるということで、今

の仕事環境が可能にしていることです。

大きな会社が掲げる大きなアイデアとは逆のもの

にフォーカスしているということでしょうか。

　そうですね。広告を打って店頭に並べるとい

う経緯を踏まえた「大きなイメージ」のためにデ

ザインされた結果、日々の平和な暮らしにおけ

るプロダクトが、例えばギラギラしたシルバー

カラーになったりと、おかしなことが起こって

しまうのです。それとは逆に、私たちがつくった

プロダクトを単純に写真に撮れば、かなりつま

らないものに写るでしょう（笑）。でも朝起きて

ご飯を食べて という毎日の中で、日用品が

フォトジェニックになる必要は全くない。自分

自身で何かを買うときも必ず、そのモノが生活

そのものに向いて発せられたものであることを

意識して選びます。

そういった意識は、大企業とのコラボレーション

では、どのように働くのですか。

　プロジェクトが大きく複雑で、例えば、猛獣の

ように自分のコントロール外のものとなれば、

ります。それを避けて、プロジェクトにまつわる

すべての情報を理解し、自分が望む方向に運ん

でいけるよう努力しています。私は、デザインと

はプロジェクトにおける総合的な解決案であり、

最終的なプロダクトの姿形が、そのすべてのプ

ロセスを反映していると考えます。デザイナー
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には、プロダクトの完成形に対して良い効果と

利益をもたらすようにコントロールし、問題を

つ つクリアしていく責任があるのです。その

ためには熟練されたスキルとセンスが必要です。

あなたのプロジェクトや展覧会では、日本語で言

う「気づき」、われわれの意識しない普遍的な何かをア

イデアに昇華させていることに驚かされます。

　プロダクトを使ううえで馴染みやすさや心地

よさを呼び起こすために、毎日の生活の中の直

感的な記憶を大切にしています。例えば、ほと

んどの人が自分の歯ブラシの色や形なんて、き

ちんと覚えていないでしょう。でも直感的には

慣れ親しんでいる。そんな感覚を、全く新しいデ

バイスに応用することができるのです。私たち

は構築されたシステムに乗った「コード」の中で

生きています。公園の中に黄色い線が引かれて

いたら、その中へは入らない。ただのペンキだけ

れど、誰もがそのコードが示すルールの意味を

知っている。それを別のプロダクトに当てはめ

て、うまくいけば本当に面白くなります。

　最近のプロダクトで言えば、アラーム時計の

機能を持った腕時計、イデアの「アナラーム」で

す。これは腕時計なのにデザインと機能のうえ

ではアラーム時計の要素を持っていて、見ての

通り長針、短針、秒針のほかアラーム針がありま

す。携帯電話と同じ小さなモーターを内蔵して

いて、つまみをリフトアップすれば振動するの

です。もちろんアラーム機能がある腕時計や携

帯、パソコンも数多く出回っていますが、設定手

順が複雑なことが多い。それはアラームが数多

くある機能の つであって、根本的にそれをい

ちばんの目的としてつくられていないからです。

　私たちは手がけるプロダクトが「存在しなく

てはならない意味」を常に考えていますが、この

アナラームは、純粋にアラーム機能を転化させ

た腕時計として特別な存在です。

そういった豊かな発想の源泉は、どこにあるので

しょうか。

　ナイーブ（無知）であること、つまり私たちが

何かのエキスパートではないことは、大きなメ

リットだと思っています。ある週はハードドラ

イブを、ある週は家具をというように多彩なプ

ロダクトを手がけていますが、デザインとは「世

界」を踏まえて考えるものです。つまり今、世の

中で何が起こっていて、人々が何に関係してい

てということを相対的に捉えることが重要なの

です。しかし何かのエキスパートになると、何か

に絞って深く追求しなければならないので、そ

れを忘れがちになってしまう。ありふれた日用

品に対して、客観的で新しく明確なアイデアを

投げかけること。それを私たちインダストリア

ル・ファシリティは求められるし、評価されてい

る部分だと思います。

あなたのデザイン全体に共通するアイデアはあり

ますか。

　自らのデザインについてのキーコンセプトを

語るなら、「イクィブリアム」（ ＝平

衡）です。冷蔵庫から出したばかりの水は冷たい

けれど、しばらく放っておけば常温になる。人が

どんなに水を冷やそうと、あるいは熱くしよう

と、自然はそれを常に「平衡」な状態に戻そうと

します。人が毎日使うモノも、それと同じコンセ

プトの下にあるべきだと考えています。モノは

振る舞いにおいて正しい方向へ向かわなければ

ならないし、不自然さで人をイライラさせても

いけない。私たちのスタジオは何をつくるとき

　近作で言えば、テーブル・ベンチ・チェア。今は

屋外で使える新素材のバージョンを手がけてい

ますが、正直、何なのかよくわからない家具です

（笑）。日本の地下鉄のベンチからヒントを得たの

ですが、座れるけれど最高に心地いいわけでも

なく、テーブルとしてモノも置けるけれど、ベス

トな高さとは言えない。ただ複数の使い道があ

り、便利で、いつの間にかなくては困る存在とな

る。言ってみれば「用のハイブリッド」。視覚的に

は奇妙だけれど、周りの状況に応じてイクィブリ

アムに達した、つまり場に馴染んだ結果の形状

です。家具の考え方や用途において、とても特異

なアプローチを辿っていると言えるでしょう。

　また無印良品のバスルーム用ラジオもそうで

す。これは隣に並べて置かれるシャンプーボト

ルというモノの存在に依っています。ラジオを

何か別のモノに見立てたカムフラージュとも言

えるし、あるいは周囲と同調して、そのシステ

ムの一部と化しているとも言えます。無印良品

の大きな成功の つは、食料品から電化製品、家

具、洋服から雑貨にいたるまで、生活の異なるカ

テゴリーのラインを生み出し、共通のフィロソ

フィーを構築したこととも言えるでしょう。そ

こにデザイナーとして、ジャンルを超えたプロ

ダクト同士の関わりに目を付け、同じイクィブ

リアムを探ることができるのは、本当に面白い

しワクワクします。

お話を伺っているとプロダクトの用途だけでなく、

周囲の環境に対する細やかな配慮が感じられます。

　今はヒューマン・センタード・デザインと呼ば

れる考え方がありますが、私が考えているのは、

「ランドスケープ・センタード・デザイン」です。

前者は、自分がこの世でいちばん大事なものと

いう感じですが、そうして物事を進めていくの

は周りにダメージを与えかねないと思うのです。

逆に人間は自然界の中で つの要素にすぎない

という考え方が後者です。インダストリアルデ

ザインは、周囲との関連性が不可欠な建築とは

違って、基本的に何でも生み出すことが許され

ます。どんなに環境にそぐわない形、色、素材、

機能であれ、勝手につくれてしまう。しかし私た

ちはそれが大きな落とし穴であると思っている

のです。

　例えばテレビをヒューマン・センタード・デザ

インとして考えると、テレビが点いている、つま

り人間が使っている状態にすべての知識と情熱

を注ぐことになります。しかし使われていない

間、しかも使用中よりずっと長い時間、テレビ自

体は物理的に存在している。つまり人間が使う

以前に、プロダクトは風景の一部としてもっと

根源的に存在しているのです。

　そんなことを考えてつくったのが、日立の

壁に立てかけるタイプのテレビです。スイッチ

やボタンだとか、使い勝手の要素が詰まったカ

バーをすべて取り払ってスクリーンだけを残し、

すべてのコンポーネントを内側にしまい込みま

した。そのほうが、いわゆる使うために仕上げら

キーコンセプトは「平衡」。

日立「コンプレッション 」
スピーカーやケーブルなどを内蔵した壁に立てかけるテレビ。プロトタイプ。
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具、洋服から雑貨にいたるまで、生活の異なるカ

テゴリーのラインを生み出し、共通のフィロソ

フィーを構築したこととも言えるでしょう。そ

こにデザイナーとして、ジャンルを超えたプロ

ダクト同士の関わりに目を付け、同じイクィブ

リアムを探ることができるのは、本当に面白い

しワクワクします。

お話を伺っているとプロダクトの用途だけでなく、

周囲の環境に対する細やかな配慮が感じられます。

　今はヒューマン・センタード・デザインと呼ば

れる考え方がありますが、私が考えているのは、

「ランドスケープ・センタード・デザイン」です。

前者は、自分がこの世でいちばん大事なものと

いう感じですが、そうして物事を進めていくの

は周りにダメージを与えかねないと思うのです。

逆に人間は自然界の中で つの要素にすぎない

という考え方が後者です。インダストリアルデ

ザインは、周囲との関連性が不可欠な建築とは

違って、基本的に何でも生み出すことが許され

ます。どんなに環境にそぐわない形、色、素材、

機能であれ、勝手につくれてしまう。しかし私た

ちはそれが大きな落とし穴であると思っている

のです。

　例えばテレビをヒューマン・センタード・デザ

インとして考えると、テレビが点いている、つま

り人間が使っている状態にすべての知識と情熱

を注ぐことになります。しかし使われていない

間、しかも使用中よりずっと長い時間、テレビ自

体は物理的に存在している。つまり人間が使う

以前に、プロダクトは風景の一部としてもっと

根源的に存在しているのです。

　そんなことを考えてつくったのが、日立の

壁に立てかけるタイプのテレビです。スイッチ

やボタンだとか、使い勝手の要素が詰まったカ

バーをすべて取り払ってスクリーンだけを残し、

すべてのコンポーネントを内側にしまい込みま

した。そのほうが、いわゆる使うために仕上げら

キーコンセプトは「平衡」。

日立「コンプレッション 」
スピーカーやケーブルなどを内蔵した壁に立てかけるテレビ。プロトタイプ。
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れたテレビよりもずっと美しく、容易に空間に

溶け込みます。それに日本の住宅事情を考える

と、置き場所を固定せずに頻繁に模様替えする

こともあるでしょう。そんな環境にも見事に順

応するということです。

さらにあなたのデザインには共通してユーモアが

あるように思います。

　それはもう つの重要事項ですね。ユーモア

はヒューマンそのものです。日常の中の小さな

モノが、その立ち居振る舞いにおいて、より喜ば

しく、美しくかけがえのないものだというイン

パクトを、デザイナーとして人々に与えられた

ら、こんなに嬉しいことはありません。（インタ

ビュー・文／中原紗代子）

サム・へクト／ 年英国生まれ。セントラル・セイント・マ ー
ティン・スクールでデザインを学び、デビッド・チッパーフィー
ルドの事務所に勤務。その後、ロイヤル・カッレジ・オブ・アート
（ ）でインダストリアルデザインを学んだ後、 年 の
サンフランシスコオフィスに入社。 ジャパン、 ロン
ドンを経て、 年に建築家のキム・コリンとともにインダス
トリアル・ファシリティを設立。無印良品や日立、イッセイ・ミヤ
ケ・パフューム、ハーマンミラーなど数多くの企業とのプロジェ
クトを行い、 で教鞭を執る。

エスタブリシュット サンズ「テーブル、ベンチ、チェア」
テーブルのようでもありベンチのようでもあり 、ハイブッリな機能を持つ家具。
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